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は
じ
め
に

十
六
世
紀
最
末
期
か
ら
十
七
世
紀
初
期
に
お
け
る
絵
巻
制
作
の
状
況
は
、
そ
の
豊
か

な
実
態
を
予
見
さ
せ
る
も
の
の
、
未
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
当
該
時
期
に
制
作
さ
れ
た

絵
巻
に
関
す
る
公
刊
図
版
等
は
少
な
く
、
今
後
の
研
究
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
近
年
、
室
町
絵
巻
に
対
す
る
再
評
価
が
進
み
、
そ
れ
に
続
く
十
七
世
紀
初
頭
の
絵
巻

に
つ
い
て
も
、
絵
師
研
究
や
テ
ー
マ
研
究
と
い
っ
た
観
点
か
ら
分
析
が
進
ん
で
い
る
（
1
）

。

例
え
ば
、「
源
氏
絵
」
分
析
の
観
点
か
ら
個
別
の
作
品
分
析
が
行
わ
れ
、
毛
利
博
物
館

蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
全
五
巻
）
に
つ
い
て
は
、
室
町
後
期
に
お
け
る
絵
巻
制
作
の

主
要
画
派
で
あ
る
土
佐
派
と
狩
野
派
の
画
風
が
近
し
い
関
係
に
あ
り
、
さ
ら
に
典
拠
と

す
る
図
像
の
系
譜
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
桃
山
期
の
狩
野
派
が
手
が
け
た
源

氏
物
語
絵
巻
の
作
例
紹
介
と
分
析
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
そ
の
実
態
が
解
明
さ
れ
て
い

る
（
2
）

。
テ
ー
マ
研
究
を
契
機
と
し
な
が
ら
画
面
の
実
質
に
肉
薄
す
る
こ
れ
ら
の
研
究
は
、

こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
当
該
時
期
の
絵
巻
が
中
世
と
近
世
と
を
如
何
に
繋
ぎ
、

ま
た
変
容
を
遂
げ
て
い
た
の
か
を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

人
文
科
学
研
究
　
第
一
四
巻
　
一
―
一
五
頁
、
二
〇
一
八
年
三
月

「
秀
次
公
縁
起
」（
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
）
と
「
関
白
草
紙
」（
愛
知
・
正
法
寺
蔵
）
を
め
ぐ
る
一
考
察

土

　

谷

　

真

　

紀

本
稿
は
、
こ
の
端
境
期
に
制
作
さ
れ
た
絵
巻
群
の
解
明
を
見
据
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
美
術
史
の
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
秀
次
公
縁
起
」（
京
都
・

瑞
泉
寺
蔵
）
と
「
関
白
草
紙
」（
愛
知
・
正
法
寺
蔵
）
に
つ
い
て
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
二
つ
の
絵
巻
は
永
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
起
き
た
所
謂
「
秀
次
事
件
」
を
主
題
と

す
る
。
こ
の
事
件
は
軍
記
や
物
語
、
仮
名
草
子
と
い
っ
た
様
々
な
テ
キ
ス
ト
の
主
題
と

な
っ
た
が
、
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
も
の
は
少
な
い
。
両
絵
巻
の
分
析
を
通
じ
て
、
そ
の
特

質
や
制
作
時
期
を
検
討
し
、
転
換
期
に
お
け
る
絵
巻
制
作
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た

い
。
作
品
分
析
に
入
る
前
に
、
こ
の
「
秀
次
事
件
」
と
、
事
件
を
め
ぐ
る
現
在
ま
で
の

研
究
状
況
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

一
　
秀
次
事
件
の
概
要
と
先
行
研
究
の
現
況

両
絵
巻
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
所
謂
「
秀
次
事
件
」
で
あ
る
（
3
）

。

豊
臣
秀
吉
の
甥
で
あ
る
豊
臣
秀
次
（
一
五
六
八
―
一
五
九
五
）
は
、
秀
吉
の
姉
・
と

も
と
木
下
弥
助
（
後
の
三
好
吉
房
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
秀
吉
の
動
き
に
連
な

る
形
で
幼
少
期
か
ら
宮
部
継
潤
や
三
好
康
長
の
養
子
と
な
り
、
最
終
的
に
は
養
子
関
係
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を
解
除
し
て
羽
柴
姓
を
名
乗
っ
た
。
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
八
月
、
鶴
松
の
死
去

に
伴
っ
て
秀
吉
の
養
子
と
な
り
、
つ
い
に
同
年
十
二
月
に
関
白
を
譲
ら
れ
る
。
秀
吉
は

太
閤
と
な
り
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
三
月
、
朝
鮮
出
兵
の
た
め
名
護
屋
へ
赴
く
。

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
八
月
三
日
、
淀
殿
が
秀
頼
を
出
産
す
る
。

そ
し
て
事
件
は
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
七
月
上
旬
に
起
こ
る
。
謀
反
の
疑
い
を
か

け
ら
れ
た
秀
次
は
、
高
野
山
へ
追
放
さ
れ
、
七
月
十
五
日
、
高
野
山
に
て
切
腹
、
同
日
、

秀
次
と
同
行
し
て
い
た
近
臣
五
名
も
自
害
。
続
い
て
、
秀
次
と
関
わ
り
の
深
い
臣
下
ら

も
自
害
、
あ
る
い
は
改
易
、
追
放
な
ど
の
処
分
が
な
さ
れ
た
。
秀
次
の
切
腹
か
ら
半
月

ば
か
り
経
っ
た
八
月
二
日
、
秀
次
の
妻
子
ら
三
十
余
名
が
三
条
河
原
で
処
刑
さ
れ
、
ひ

と
と
こ
ろ
に
埋
め
ら
れ
た
（
4
）

。

　【
事
件
の
経
緯
：
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
七
月
―
八
月
】

七
月
七
日
　
秀
次
と
秀
吉
の
関
係
悪
化
の
噂
（
『
兼
見
卿
記
』
）

七
月
八
日
　
秀
次
、
伏
見
に
て
謀
反
の
疑
い
で
高
野
山
へ
追
放
が
命
じ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　（
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』『
大
外
記
中
原
師
生
母
記
』『
言
経
卿
記
』
）

七
月
十
日
　
秀
次
、
高
野
山
到
着
（
「
内
前
某
書
状
」
）

　
　
　
　
　
　 

秀
次
を
高
野
山
に
追
放
し
た
と
諸
大
名
へ
伝
わ
る
（
「
豊
臣
秀
吉
朱
印

状
」「
前
田
玄
以
等
連
署
状
」
）

七
月
十
五
日
　 

秀
次
切
腹
、
こ
れ
以
降
臣
下
ら
の
切
腹
も
相
次
ぐ
（
『
お
湯
殿
の
上

の
日
記
』『
言
経
卿
記
』『
兼
見
卿
記
』『
大
外
記
中
原
師
生
母
記
』
他
）

八
月
二
日
　 

三
条
河
原
に
て
秀
次
の
妻
子
ら
処
刑
　（
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』『
言

経
卿
記
』『
兼
見
卿
記
』
他
）

八
月
四
日
　
秀
次
の
妻
妾
ら
の
塚
普
請
が
な
さ
れ
る
（
「
尊
悟
書
状
」
）

一
連
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
当
時
の
記
録
は
も
と
よ
り
仮
名
草
子
等
に
お
け
る
理
解

は
錯
綜
し
て
い
る
。
事
件
に
つ
い
て
は
今
な
お
議
論
が
続
い
て
お
り
、
様
々
な
見
解
が

提
示
さ
れ
て
い
る
。
秀
吉
か
ら
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
秀
次
が
、
秀
吉
の
命
令
に

よ
り
切
腹
し
た
と
い
う
説
が
長
年
あ
っ
た
が
、
近
年
、
矢
部
健
太
郎
氏
は
、
秀
次
の
切

腹
は
、
自
ら
の
無
実
を
示
す
為
の
、
秀
次
自
身
の
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
の
見

解
を
提
示
し
た
（
5
）

。
一
方
、
藤
田
恒
春
氏
は
、
文
禄
四
年
七
月
十
二
日
に
秀
吉
か
ら
高
野

山
の
木
食
応
其
へ
出
さ
れ
た
条
書
（
所
三
男
氏
持
参
文
書
「
豊
臣
秀
吉
条
々
写
」
）
に

注
目
し
、
そ
の
内
容
が
、
高
野
山
に
お
け
る
秀
次
の
監
視
に
つ
い
て
命
じ
、
秀
次
の
周

り
に
は
最
低
限
の
召
使
い
の
み
を
認
め
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
か
ら
切
腹

を
命
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
条
書
は
不
要
で
あ
っ
て
、「
も
の
の
は
ず
み
的
」

に
秀
次
切
腹
へ
と
事
態
が
急
変
し
た
と
捉
え
て
い
る
（
6
）

。

二
　
事
件
を
扱
う
文
献
に
つ
い
て

秀
次
事
件
に
つ
い
て
は
、
実
録
、
軍
記
、
物
語
と
い
っ
た
様
々
な
文
献
で
扱
わ
れ
た
。

太
田
牛
一
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
（
太
閤
さ
ま
軍
記
の
う
ち
）
』（
一
六
〇
〇

―
一
六
〇
五
頃
成
立
）、
川
角
三
郎
右
衛
門
に
よ
る
『
太
閤
記
』（
以
下
、『
川
角
太
閤

記
』
と
呼
称
、
一
六
二
一
―
一
六
二
三
頃
）、
小
瀬
甫
庵
に
よ
る
『
太
閤
記
』（
以
下
、

『
甫
庵
太
閤
記
』
と
呼
称
、
一
六
一
五
―
一
六
二
四
）
、
作
者
不
明
の
『
聚
楽
物
語
』

（
一
六
二
五
以
降
）
等
が
十
七
世
紀
初
頭
か
ら
前
半
に
か
け
て
編
ま
れ
た
も
の
と
し
て

知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
事
件
に
関
わ
る
ほ
ぼ
全
て
の
出
来
事
を
語
る
が
、
あ
く
ま
で

秀
吉
の
伝
記
の
中
で
語
ら
れ
る
。

　
秀
次
事
件
の
原
因
と
し
て
、
秀
次
自
身
が
謀
反
の
意
志
を
持
っ
た
と
す
る
秀
次
謀
反

説
や
石
田
三
成
に
よ
る
讒
言
説
な
ど
が
あ
る
。
特
に
、『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』

や
『
聚
楽
物
語
』『
甫
庵
太
閤
記
』
な
ど
で
示
さ
れ
る
秀
次
の
残
酷
な
行
状
（
正
親
町

上
皇
が
崩
御
し
喪
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
鹿
狩
り
を
行
っ
た
り
、
鉄
砲
の
稽
古
と
称
し

て
、
農
民
を
打
ち
殺
し
た
り
す
る
な
ど
の
行
為
）
は
後
世
に
お
け
る
秀
次
イ
メ
ー
ジ
、

所
謂
「
殺
生
関
白
」
と
し
て
の
残
虐
な
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
影
響
し
た
（
7
）

。

　
こ
れ
ら
の
文
献
の
中
で
も
秀
次
事
件
を
取
り
上
げ
、
秀
次
の
妻
子
ら
の
名
前
、
三
条
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「
秀
次
公
縁
起
」（
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
）
と
「
関
白
草
紙
」（
愛
知
・
正
法
寺
蔵
）
を
め
ぐ
る
一
考
察

河
原
で
の
処
刑
時
に
妻
妾
ら
が
詠
ん
だ
辞
世
の
和
歌
を
記
す
も
の
が
複
数
あ
る
。
松
原

一
義
氏
は
こ
れ
を
内
容
構
成
に
応
じ
て
五
系
統
に
分
け
（
8
）

、
更
に
播
磨
良
紀
氏
が
六
種
類

に
分
け
考
察
を
行
っ
て
い
る
（
9
）

。
上
述
の
分
類
を
踏
ま
え
る
と
、
妻
妾
と
子
ど
も
の
名
前

を
記
し
、
辞
世
の
和
歌
を
記
す
文
献
は
次
の
通
り
分
け
ら
れ
る
。

第
一
類
：『
秀
次
も
の
語
』（
多
和
文
庫
蔵
）、「
秀
次
公
縁
起
」（
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
）、

「
関
白
草
紙
」（
愛
知
・
正
法
寺
蔵
）

第
二
類
：『
関
白
殿
物
語
』（
東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
）

第
三
類
：『
大
か
う
さ
ま
く
ん
ち
の
う
ち
（
太
閤
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
）
』（
太
田
牛

一
筆
。
自
筆
本
が
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
）

第
四
類
：『
聚
楽
物
語
』：
作
者
不
明
。
版
本
。
寛
永
年
間
古
活
字
本
、
寛
永
頃
無
款

記
整
版
本
（
甲
・
乙
）、
寛
永
十
七
年
刊
整
版
本
、
明
暦
二
年
刊
絵
入
整
版
本
、
寛

文
頃
絵
入
整
版
本
な
ど
）
10
（

、「
瑞
泉
寺
縁
起
」（
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
）

第
五
類
：『
太
閤
記
』：
小
瀬
甫
庵
筆
。
版
本
。
寛
永
無
刊
記
本
、
正
保
三
年
刊
本

第
一
類
（
多
和
文
庫
本
他
）
は
、
事
件
に
つ
い
て
詳
細
に
記
す
仮
名
書
き
の
も
の
で

あ
る
。
多
和
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
秀
次
も
の
語
』
は
江
戸
時
代
中
期
の
写
本
と
い
う
。

「
秀
次
公
縁
起
」「
関
白
草
紙
」
は
多
和
文
庫
本
と
テ
キ
ス
ト
の
内
容
構
成
を
同
じ
く
す

る
絵
巻
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
者
は
、
概
ね
内
容
構
成
は
一
致
す
る
も
の
の
、
細
部
に
異

同
が
あ
り
、
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
内
容
は
、
秀
次
失
脚
後
の
顛
末
か

ら
三
条
河
原
に
お
け
る
妻
子
の
処
刑
、
廟
所
の
建
立
ま
で
が
語
ら
れ
る
。
秀
吉
と
の
不

和
の
原
因
に
つ
い
て
は
記
さ
ず
、
結
末
部
に
三
条
河
原
で
犠
牲
と
な
っ
た
妻
子
ら
の
死

体
が
一
か
所
に
ま
と
め
ら
れ
埋
葬
さ
れ
、
そ
の
場
所
に
塚
を
築
い
て
石
塔
を
立
て
た
と

す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
）
11
（

。
事
件
の
時
系
列
は
実
際
の
出
来
事
に
か
な
り
忠
実
で
、
播
磨

氏
は
、
事
件
の
発
生
か
ら
比
較
的
早
い
時
期
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
、
処
刑
の
様
子
を
描

写
す
る
中
で
、
妻
妾
の
出
自
や
年
齢
、
辞
世
の
和
歌
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
処
刑
の

様
子
を
見
て
い
た
人
物
が
記
し
た
可
能
性
も
指
摘
す
る
）
12
（

。

第
二
類
（
『
関
白
殿
物
語
』
）
で
は
、
事
件
が
石
田
三
成
の
讒
言
に
よ
っ
て
展
開
し
、

秀
次
失
脚
の
要
因
に
つ
い
て
も
政
治
以
外
の
こ
と
（
女
性
や
遊
興
）
に
没
頭
し
た
た
め

と
語
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
他
の
文
献
で
は
み
ら
れ
な
い
逸
話
が
含
ま

れ
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
九
月
の
石
田
三
成
の
処
刑
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
る
。

成
立
は
三
成
の
処
刑
以
降
と
推
定
さ
れ
、
全
編
に
わ
た
っ
て
「
痛
烈
な
石
田
三
成
批
判

が
展
開
」
さ
れ
て
い
る
）
13
（

。

第
三
類
（
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
ち
の
う
ち
（
太
閤
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
）
』
）
は
、
信

長
、
秀
吉
に
仕
え
た
太
田
牛
一
（
一
五
二
七
―
一
六
一
三
）
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
軍
記

で
、
自
筆
本
が
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
成
立
は
慶
長
五
年
か
ら
十
年

（
一
六
〇
〇
―
一
六
〇
五
）
頃
と
さ
れ
る
。
秀
次
の
悪
行
か
ら
事
件
の
顛
末
を
述
べ
、「
天

道
お
そ
ろ
し
き
事
」
と
結
ぶ
こ
と
で
、
悪
行
へ
の
天
罰
が
下
る
と
い
う
論
理
を
用
い
る
）
14
（

。

　
第
四
類
（
『
聚
楽
物
語
』
他
）
は
、
事
件
の
全
容
を
扱
う
仮
名
草
子
。
寛
永
二
年

（
一
六
二
五
）
以
降
の
成
立
と
さ
れ
る
。
版
本
の
形
式
で
繰
り
返
し
出
版
さ
れ
た
。
三

巻
三
冊
か
ら
成
り
、
上
巻
は
秀
吉
の
天
下
統
一
ま
で
の
事
蹟
、
秀
次
の
悪
逆
・
謀
反
の

経
緯
、
中
巻
で
秀
次
事
件
の
経
緯
、
下
巻
で
妻
妾
ら
の
処
刑
が
語
ら
れ
る
。
こ
れ
に
依

拠
し
て
瑞
泉
寺
所
蔵
の
絵
巻
「
瑞
泉
寺
縁
起
」
は
制
作
さ
れ
て
い
る
。

　
第
五
類
（
『
甫
庵
太
閤
記
』
）
は
、
小
瀬
甫
庵
（
一
五
六
四
―
一
六
四
〇
）
に
よ
っ

て
記
さ
れ
た
も
の
で
、
元
和
年
間
（
一
六
一
五
―
一
六
二
四
）
の
成
立
と
さ
れ
る
。
巻

十
七
で
秀
次
事
件
を
扱
い
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
刊
行
後
、
何
度
も
版
を
重
ね

た
。
内
容
は
秀
吉
の
一
代
記
で
あ
り
、
そ
の
中
に
秀
次
事
件
が
含
ま
れ
て
い
る
。
自
序

に
あ
る
「
寛
永
二
暦
孟
春
日
」
の
記
載
や
、
最
終
巻
（
巻
二
十
二
）
に
み
ら
れ
る
「
寛

永
三
年
孟
春
吉
」
の
朝
山
意
林
庵
の
跋
文
か
ら
、
こ
の
時
期
の
編
纂
が
推
定
さ
れ
る

が
、
出
版
に
つ
い
て
は
時
間
の
開
き
が
あ
っ
た
と
み
え
、
刊
行
の
下
限
は
寛
永
十
四
年

（
一
六
三
七
）
三
月
と
さ
れ
る
。

秀
次
事
件
を
扱
う
文
献
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
絵
画
化
さ
れ
た
も
の
は
非
常
に
少
な
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い
。
絵
巻
作
例
と
し
て
は
第
一
群
に
分
類
さ
れ
る
「
秀
次
公
縁
起
」（
京
都
・
瑞
泉
寺

蔵
）、「
関
白
草
紙
」（
愛
知
・
正
法
寺
蔵
）
と
、
第
四
類
に
分
類
さ
れ
る
「
瑞
泉
寺
縁
起
」

（
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
絵
入
の
版
本
と
し
て
は
、
第
四
類
の
『
聚
楽
物
語
』
の
明
暦
二
年
刊
絵
入
整
版
本
、

寛
文
頃
絵
入
整
版
本
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
秀
次
の
姿
を
描
い
た
肖
像
画
と
し
て
「
豊

臣
秀
次
・
妻
子
・
家
臣
像
」（
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
）
が
現
存
す
る
が
、
描
か
れ
た
人
物

の
配
列
か
ら
『
聚
楽
物
語
』
か
ら
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
こ
と
が
黒
田
智
氏
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
）
15
（

。

三
　
絵
巻
作
例
に
つ
い
て

　
で
は
、
絵
巻
形
式
を
取
る
三
例
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

〇
「
瑞
泉
寺
縁
起
」（
全
四
巻
、
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
）

第
四
群
に
分
類
さ
れ
る
「
瑞
泉
寺
縁
起
」
は
、
十
八
世
紀
後
半
頃
制
作
と
推
定
さ
れ

る
。
内
容
は
秀
次
事
件
に
加
え
、
瑞
泉
寺
の
建
立
の
経
緯
と
そ
の
消
長
、
す
な
わ
ち
、

慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
の
角
倉
了
以
が
高
瀬
川
を
開
削
し
た
際
、
秀
次
公
と
一
族

の
塚
が
荒
れ
果
て
て
い
る
こ
と
を
嘆
き
、
立
空
上
人
桂
叔
に
寺
の
建
立
を
志
願
し
た
こ

と
、
そ
の
後
一
旦
荒
廃
す
る
も
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
再
建
が
な
さ
れ
る
ま
で
が

語
ら
れ
る
。
本
絵
巻
は
、
秀
次
と
そ
の
家
族
を
追
善
す
る
と
同
時
に
、
新
た
に
創
建
さ

れ
た
瑞
泉
寺
の
由
来
を
詳
し
く
語
る
。
安
定
し
た
構
図
や
人
物
の
描
写
か
ら
、
確
か
な

腕
を
持
つ
絵
師
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）
16
（

。

〇
「
秀
次
公
縁
起
」（
全
一
巻
、
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
、
以
下
瑞
泉
寺
本
と
略
称
）

　
瑞
泉
寺
に
伝
わ
る
も
う
一
つ
の
絵
巻
が
「
秀
次
公
縁
起
」
で
あ
る
。
先
述
の
分
類
で

は
第
一
類
に
属
す
。
縦
三
五
．
一
セ
ン
チ
、
全
長
七
一
六
．
五
セ
ン
チ
で
、
詞
八
段
、

絵
七
図
か
ら
成
る
。
絵
巻
の
制
作
や
伝
来
に
関
す
る
情
報
は
一
切
伴
わ
ず
、
詞
書
の
書

写
者
も
絵
師
も
不
明
で
あ
る
。
詞
書
の
料
紙
は
色
の
つ
い
た
具
引
紙
を
用
い
る
。

〇
「
関
白
草
紙
」（
全
一
巻
、
愛
知
・
正
法
寺
蔵
、
以
下
正
法
寺
本
と
略
称
）

瑞
泉
寺
本
と
同
内
容
の
絵
巻
。
縦
三
五
．
一
セ
ン
チ
、
全
長
一
〇
六
七
．
四
セ
ン
チ

で
、
詞
八
段
、
絵
七
図
で
あ
る
。
附
属
文
書
な
ど
は
な
く
、
絵
師
や
詞
書
筆
者
、
正
法

寺
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
）
17
（

。
画
面
に
は
一
部
、
人
物
の
名
前
を
記
し
た
付

箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
）
18
（

。

　
両
本
の
内
容
構
成
に
つ
い
て
は
注
意
す
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
本
と
も
絵
巻

後
半
に
詞
書
と
絵
の
順
序
が
逆
転
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
、
瑞
泉
寺
本
は
、
第
五

段
の
詞
書
に
秀
次
家
臣
の
白
江
成
定
夫
婦
、
粟
野
秀
用
を
は
じ
め
と
し
た
臣
下
の
切
腹

に
つ
い
て
記
す
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
画
面
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
続
く
絵
は
第
六
段

詞
書
で
語
ら
れ
る
秀
次
妻
子
が
三
条
河
原
へ
連
行
さ
れ
る
場
面
と
な
り
、
絵
の
後
に
第

六
段
の
詞
書
が
く
る
。
つ
ま
り
、
第
五
段
以
降
か
ら
絵
が
先
に
来
て
、
詞
書
が
続
く
と

い
う
体
裁
と
な
る
。

　
同
様
に
、
正
法
寺
本
も
途
中
で
絵
が
詞
書
の
先
に
来
る
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
第
七
段
で
、
三
条
河
原
で
の
処
刑
に
つ
い
て
語
る
第
六
段
の
詞
書
が
、
第
六
段
の
中

で
全
て
記
さ
れ
ず
に
途
中
で
終
わ
り
、
そ
の
続
き
が
第
七
段
の
詞
書
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
第
六
段
の
内
容
を
描
い
た
絵
の
後
に
も
そ
の
内
容
が
引
き
続
き
記
さ
れ
て
い

る
。
第
七
段
は
丸
々
三
条
河
原
で
の
処
刑
が
語
ら
れ
、
続
く
絵
は
処
刑
後
に
建
て
ら
れ

た
廟
所
の
場
面
と
な
り
、
そ
の
後
に
廟
所
を
語
る
詞
書
が
続
く
（
第
八
段
）。
奇
妙
な

こ
と
に
、
詞
書
の
一
部
が
そ
れ
ぞ
れ
本
来
あ
る
べ
き
段
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
絵
の
後
ろ

に
置
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
絵
巻
後
半
に
見
ら
れ
る
詞
と
絵
の
逆
転
現
象
は
注
意
さ
れ
る
が
、
現
在
の
画
面
状
況

か
ら
考
え
て
、
両
本
と
も
当
初
は
次
の
よ
う
な
全
七
段
構
成
と
し
て
計
画
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
だ
ろ
う
。

【
「
秀
次
公
縁
起
」、「
関
白
草
紙
」
の
内
容
構
成
（
案
）
】

　
第
一
段
　
秀
次
と
秀
吉
の
不
和
、
伏
見
城
に
て
秀
次
は
秀
吉
と
の
対
面
叶
わ
ず
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「
秀
次
公
縁
起
」（
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
）
と
「
関
白
草
紙
」（
愛
知
・
正
法
寺
蔵
）
を
め
ぐ
る
一
考
察

　
第
二
段
　
秀
次
、
高
野
山
へ
向
か
う

　
第
三
段
　
高
野
山
に
い
る
秀
次
の
元
に
、
福
島
正
則
ら
が
切
腹
を
伝
え
る

　
第
四
段
　
秀
次
の
切
腹
、
臣
下
ら
の
犠
牲

　
第
五
図
　
秀
次
妻
子
ら
、
三
条
河
原
へ
連
行

　
第
六
図
　
三
条
河
原
に
て
秀
次
妻
子
ら
の
処
刑

　
第
七
図
　
処
刑
後
に
廟
所
が
建
て
ら
れ
る

以
上
煩
雑
と
な
っ
た
が
、
瑞
泉
寺
本
、
正
法
寺
本
と
も
に
、
多
和
文
庫
蔵
『
秀
次
も

の
語
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
を
持
つ
、
本
来
は
全
七
段
か
ら
成
る
絵
巻
と
想
定
さ
れ
る
。
両

者
は
そ
の
名
前
を
「
秀
次
公
縁
起
」「
関
白
草
紙
」
と
異
に
し
て
い
る
が
、
と
も
に
秀

次
と
そ
の
妻
子
ら
の
悲
劇
を
主
題
と
し
た
、「
秀
次
物
語
絵
巻
」
と
で
も
呼
べ
る
も
の

で
あ
る
）
19
（

。
本
稿
で
は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
瑞
泉
寺
本
、
正
法
寺
本
の
絵
に
つ
い
て

は
示
す
際
は
「
第
〇
図
」
と
記
載
す
る
。

四
　
画
面
分
析
と
両
本
の
比
較

　
両
本
の
画
面
は
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
主
要
人
物
、
建
築
表
現
、
環
境
描
写

は
共
通
す
る
。
画
風
か
ら
判
断
し
て
、
瑞
泉
寺
本
が
先
に
制
作
さ
れ
、
正
法
寺
本
が
そ

の
後
制
作
さ
れ
た
と
い
う
『
愛
知
県
史
』
付
録
の
指
摘
は
首
肯
さ
れ
る
。
両
本
の
画
面

は
一
体
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
の
か
。

〇
瑞
泉
寺
本

　
絵
は
全
て
一
紙
で
完
結
し
、
一
般
的
な
絵
巻
の
よ
う
に
複
数
の
紙
を
継
ぐ
箇
所
は
無

い
。
な
お
詞
書
は
料
紙
が
複
数
枚
続
く
段
が
あ
る
。
詞
書
と
絵
が
同
一
料
紙
に
な
る
こ

と
は
な
く
、
別
々
に
用
意
さ
れ
て
調
巻
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

特
筆
さ
れ
る
の
は
前
段
を
通
じ
て
す
や
り
霞
と
金
雲
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
既
に
『
愛
知
県
史
』
付
録
の
解
説
で
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
奈
良
絵
本
に
多

い
描
法
で
は
あ
る
が
）
20
（

、
瑞
泉
寺
本
は
単
純
化
・
形
式
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
画
面
の
フ

レ
ー
ム
と
し
て
の
機
能
の
他
に
、
画
面
に
奥
行
き
を
与
え
、
モ
チ
ー
フ
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
な
が
ら
観
者
の
視
線
を
誘
導
す
る
。
す
や
り
霞
は
、
水
色
で
塗
り
込
め
ら
れ
、

墨
線
に
よ
る
輪
郭
線
、
そ
し
て
そ
の
や
や
内
側
に
白
線
が
墨
線
を
な
ぞ
る
よ
う
に
引
か

れ
て
い
る
。
画
面
の
天
地
を
覆
い
、
さ
ら
に
短
い
も
の
が
重
ね
ら
れ
る
。
水
平
に
引
か

れ
た
そ
の
形
態
は
、
狩
野
派
絵
巻
に
み
ら
れ
る
も
の
と
近
似
し
、
絵
師
の
属
性
を
う
か

が
わ
せ
る
）
21
（

。
金
雲
は
小
さ
な
弧
を
連
ね
、
同
時
代
の
冊
子
絵
や
屏
風
絵
な
ど
に
見
ら
れ

る
形
態
に
近
い
。
な
お
、
輪
郭
近
く
に
不
規
則
に
珠
点
を
連
ね
、
そ
の
内
側
に
花
文
の

胡
粉
盛
り
上
げ
が
施
さ
れ
る
。

人
物
は
、
身
体
の
大
き
さ
に
比
し
て
顔
と
手
足
が
か
な
り
小
さ
く
、
扁
平
で
細
い

【
図
１
】。
こ
の
特
徴
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、『
丹
青
若
木
集
』
に
お
い
て
「
人
物
手

足
為
小
」
と
評
さ
れ
た
狩
野
光
信
（
一
五
六
一
も
し
く
は
六
五
―
一
六
〇
八
）
の
人
物

表
現
で
あ
る
。
狩
野
光
信
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
作
と
考
え
ら
れ
る
作
品
と
比
較
す
る

と
、
面
長
な
顔
形
を
持
つ
瑞
泉
寺
本
は
、
か
な
り
簡
略
な
筆
遣
い
で
、
筆
数
は
少
な
い

も
の
の
表
情
の
描
出
が
確
認
さ
れ
る
。
男
性
は
眉
を
「
ハ
」
の
字
形
に
す
る
こ
と
が
多

く
、
困
っ
た
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
目
は
「
一
」
の
字
に

「
Ⅴ
」
の
字
を
組
み
合
わ
せ
た
逆
三
角
形
を
取
る
場
合
が
あ
り
、
瞳
が
点
じ
ら
れ
て
い

る
も
の
、
点
じ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
混
在
す
る
。「
ム
」
の
字
形
を
し
た
大
き
な
鼻
は
、

眉
間
か
ら
鼻
梁
を
描
き
は
じ
め
る
。
口
は
軽
く
「
へ
」
の
字
形
を
取
る
も
の
、
や
や
開

い
た
状
態
の
も
の
、
唇
を
描
く
も
の
な
ど
様
々
で
、
鼻
と
口
と
の
距
離
が
近
い
。
全
般

に
柔
ら
か
な
輪
郭
線
と
筆
線
が
用
い
ら
れ
る
が
、
武
士
の
装
束
に
は
直
線
的
な
輪
郭
線

を
使
い
、
僧
や
下
男
な
ど
に
は
柔
ら
か
な
線
を
用
い
る
な
ど
差
を
つ
け
て
い
る
【
図

２
】。
ま
た
、
人
物
の
姿
態
と
し
て
、
腕
を
直
角
に
曲
げ
、
手
を
前
に
差
し
出
す
よ
う

な
ポ
ー
ズ
を
取
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
）
22
（

。

建
物
表
現
で
は
、
吹
抜
屋
台
が
用
い
ら
れ
な
い
。
水
平
線
と
斜
線
を
交
差
さ
せ
る
、
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安
定
し
た
構
図
の
も
の
だ
が
、
階
段
や
畳
の
描
写
に
不
自
然
な
点
も
あ
る
。

樹
木
は
と
り
わ
け
松
の
表
現
が
狩
野
光
信
の
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
緩
や

か
に
上
方
へ
伸
び
る
幹
と
そ
こ
か
ら
や
や
斜
め
下
方
向
に
枝
が
蛇
行
し
な
が
ら
広
が

る
。
必
ず
幹
の
中
央
部
辺
り
で
、
松
以
外
の
樹
木
の
葉
叢
が
松
の
幹
を
隠
す
【
図
３
】。

画
面
構
成
は
、
狩
野
光
信
様
式
を
持
つ
、
も
と
も
と
は
屏
風
で
、
現
在
額
装
と
な
っ

て
い
る
大
分
市
歴
史
資
料
館
博
物
館
お
よ
び
個
人
蔵
「
源
氏
物
語
図
」
の
よ
う
な
、
一

図
完
結
形
の
場
面
描
出
に
近
い
。
つ
ま
り
、
絵
巻
特
有
の
左
行
性
、
長
画
面
に
わ
た
る

連
続
性
を
意
識
し
た
物
語
の
描
出
は
な
い
の
で
あ
る
。

〇
正
法
寺
本

　
瑞
泉
寺
本
と
同
じ
く
絵
は
一
紙
に
描
か
れ
連
続
画
面
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
画
面
を

フ
レ
ー
ミ
ン
グ
す
る
の
は
金
雲
の
み
で
す
や
り
霞
は
用
い
ら
れ
な
い
。
金
雲
の
表
面
に

文
様
は
施
さ
れ
ず
、
箔
の
メ
タ
リ
ッ
ク
な
光
が
目
に
入
る
。

人
物
は
、
少
な
い
筆
数
で
表
現
し
て
い
た
瑞
泉
寺
本
と
比
べ
、
細
部
に
至
る
ま
で
丁

寧
に
描
き
出
す
。
瑞
泉
寺
本
と
同
様
に
、
身
体
の
大
き
さ
に
比
し
て
手
足
が
小
さ
く
、

顔
も
あ
ま
り
大
き
く
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

男
性
の
面
貌
は
、
面
長
な
顔
形
に
離
れ
た
眉
と
や
や
切
れ
長
で
上
瞼
の
ア
イ
ラ
イ
ン

が
強
く
引
か
れ
た
目
、
大
き
な
「
Ｌ
」
字
形
の
鼻
が
特
徴
で
あ
る
。
鼻
は
小
鼻
と
鼻
孔

を
描
く
。
口
と
鼻
の
距
離
が
近
く
、
耳
の
位
置
が
こ
め
か
み
近
く
に
描
か
れ
る
。
眉
毛

や
生
え
際
、
後
れ
毛
な
ど
の
毛
髪
表
現
に
と
り
わ
け
繊
細
さ
を
見
せ
、
眉
毛
は
斜
め
下

方
向
へ
一
本
一
本
丁
寧
に
描
く
【
図
４
】。
細
部
へ
の
関
心
は
着
物
の
文
様
表
現
に
も

み
ら
れ
る
。
中
で
も
木
食
応
其
は
そ
の
面
貌
が
細
や
か
に
描
か
れ
、
あ
る
種
の
肖
似
性

が
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
）
23
（

。
そ
の
一
方
で
、
一
貫
性
に
欠
け
る
部
分
も
あ

図１　瑞泉寺本　第三図　人物表現

図２　瑞泉寺本　第五図　面貌表現

図３　瑞泉寺本　第三図　松樹
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「
秀
次
公
縁
起
」（
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
）
と
「
関
白
草
紙
」（
愛
知
・
正
法
寺
蔵
）
を
め
ぐ
る
一
考
察

る
。
例
え
ば
、
秀
次
の
肌
の
色

が
、
第
一
図
で
は
白
色
で
あ
る

の
に
対
し
、
第
二
図
で
は
薄
橙

と
な
り
、
第
三
図
で
は
肌
の
色

は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
面
貌

表
現
に
違
い
が
見
ら
れ
、
第
四

図
は
再
び
白
色
に
な
る
と
い
っ

た
具
合
で
あ
る
。

　
建
物
は
、
歪
ん
だ
り
す
る
こ

と
は
な
く
安
定
し
た
構
図
を
作

り
出
し
て
い
る
が
、
吹
抜
屋
台

は
用
い
ら
れ
ず
、
金
雲
か
ら
屋

根
が
の
ぞ
く
描
写
で
あ
る
。

樹
木
に
つ
い
て
、
松
は
緩
や

か
に
立
ち
上
が
っ
た
幹
に
斜
め

下
へ
と
伸
び
る
枝
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
成
り
、
瑞
泉
寺
本
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
幹
や

枝
に
点
苔
が
施
さ
れ
画
面
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
土
坡
を
適
宜
配

し
、
瑞
泉
寺
本
で
は
す
や
り
霞
で
隠
れ
て
い
た
箇
所
を
補
う
役
割
を
し
て
い
る
。

両
本
の
違
い
は
、
画
面
の
明
度
の
差
で
あ
る
。
こ
れ
は
瑞
泉
寺
本
が
地
面
の
部
分
に

茶
褐
色
の
顔
料
を
塗
っ
て
い
る
為
で
、
一
部
に
金
泥
も
施
さ
れ
明
る
い
茶
色
を
塗
る
正

法
寺
本
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

画
面
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
の
差
異
を
確
認
す
る
と
、
正
法
寺
本
は
、
瑞
泉
寺
本
に
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
モ
チ
ー
フ
を
追
加
し
た
り
、
あ
る
い
は
瑞
泉
寺
本
に
お
い
て
描
か
れ

る
必
要
の
な
か
っ
た
も
の
を
削
除
し
た
り
す
る
な
ど
の
変
更
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

両
本
と
も
第
二
図
に
描
か
れ
て
い
た
秀
次
の
乗
る
輿
が
第
一
図
に
も
描
か
れ
て
い
た
り
、

第
四
図
の
秀
次
切
腹
の
場
面
で
は
門
前
の
様
子
が
追
加
さ
れ
、
門
を
入
ろ
う
と
す
る
僧

と
稚
児
、
門
前
で
供
待
ち
を
す
る
下
男
ら
が
描
か
れ
る
。
第
五
・
六
図
で
は
、
妻
子
ら
を

乗
せ
る
大
八
車
の
数
、
下
男
、
見
物
人
等
の
数
が
増
え
て
い
る
。
人
数
の
増
加
は
正
法

寺
本
の
特
徴
で
あ
る
。
第
七
図
の
三
条
河
原
に
建
設
さ
れ
た
廟
所
を
描
く
場
面
で
は
、

中
洲
に
菰
を
被
っ
て
横
た
わ
る
男
性
が
描
き
込
ま
れ
る
。
反
対
に
削
除
さ
れ
た
の
は
、

瑞
泉
寺
本
第
五
図
、
三
条
河
原
で
の
処
刑
場
面
で
、
右
下
に
描
き
込
ま
れ
た
赤
の
袈
裟

を
身
に
付
け
る
僧
侶
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
段
ま
で
木
食
上
人
を
示
す
の
だ
が
、
三
条
河

原
に
は
登
場
す
る
は
ず
の
な
い
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
を
正
法
寺
本
で
は
除
い
て
い
る
）
24
（

。

　
以
上
、
両
本
の
画
風
と
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
瑞
泉
寺
本
で
は

狩
野
光
信
の
描
法
を
想
起
さ
せ
る
画
風
が
看
取
さ
れ
、
正
法
寺
本
で
は
、
細
部
表
現
へ

強
い
こ
だ
わ
り
を
見
せ
て
い
る
。
両
本
の
絵
師
と
も
相
応
の
絵
画
学
習
を
経
た
人
物
で

あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

五
　
描
か
れ
た
場
所
を
め
ぐ
っ
て

瑞
泉
寺
本
お
よ
び
正
法
寺
本
に
は
秀
次
事
件
に
関
わ
る
具
体
的
な
場
所
が
い
く
つ
か

登
場
す
る
。
第
一
図
の
伏
見
城
、
第
四
図
の
町
並
み
、
第
六
図
と
第
七
図
の
三
条
河
原
、

三
条
大
橋
、
廟
所
で
あ
る
。
第
四
図
の
町
並
み
を
除
き
い
ず
れ
も
十
六
〜
十
七
世
紀
に

か
け
て
多
数
制
作
さ
れ
た
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
諸
本
等
に
見
出
さ
れ
る
特
定
の
場
で
あ

る
。
一
体
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
関
連
作
例
と
比
較
検
討
す
る
。

〇
伏
見
城

　
第
一
図
、
伏
見
城
を
訪
れ
秀
吉
に
弁
明
し
よ
う
と
し
た
秀
次
は
、
秀
吉
と
の
対
面
が

叶
わ
な
か
っ
た
と
い
う
場
面
で
、
閉
じ
ら
れ
た
櫓
門
を
眺
め
や
る
秀
次
ら
が
描
か
れ
る

【
図
５
】【
図
６
】）

25
（

。
城
門
付
近
の
描
写
は
画
面
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
、
堀
と
高
く
積
ま

れ
た
石
垣
が
印
象
的
で
あ
る
。
伏
見
城
は
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
第
二
定
型
の
う
ち
、
富

山
・
勝
興
寺
本
、
出
光
美
術
館
本
、
大
阪
市
立
美
術
館
本
、
林
原
美
術
館
本
、
そ
し
て

図４　正法寺本　第五図　面貌表現
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近
年
紹
介
さ
れ
た
個
人
蔵
の
八
曲
一
隻
屏
風
（
以
下
、
八
曲
一
隻
本
と
呼
称
）
に
描
か

れ
る
）
26
（

。
そ
の
多
く
は
描
写
が
小
さ
く
、
例
外
な
の
が
近
年
再
発
見
さ
れ
た
八
曲
一
隻
本

で
あ
る
【
図
７
】。
描
出
の
大
き
さ
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
基
本
的
に
は
木
造
の
長
い
橋

と
五
層
に
及
ぶ
天
守
の
描
写
が
セ
ッ
ト
と
な
る
。
八
曲
一
隻
本
に
描
か
れ
た
伏
見
城

は
、
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
の
慶
長
大
地
震
後
に
木
幡
山
に
築
城
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
五
九
五
年
の
秀
次
事
件
当
時
、
伏
見
城
は
そ
の
前
の
第
二
期
の
段
階
に
相
当
す
る
。

瑞
泉
寺
本
と
正
法
寺
本
で
の
描
写
は
、
二
階
建
て
の
門
の
前
に
短
い
橋
の
よ
う
な
も
の

が
架
け
ら
れ
て
い
る
が
、
八
曲
一
隻
本
と
同
様
の
描
写
を
見
せ
る
勝
興
寺
本
、
堺
市
博

物
館
本
や
出
光
美
術
館
本
と
は
合
致
し

な
い
。
な
お
、
林
原
美
術
館
本
で
は
伏

見
城
の
橋
は
短
く
、
両
絵
巻
の
描
写
と

近
い
【
図
８
】。

図５　瑞泉寺本　第一図

図６　正法寺本　第一図
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「
秀
次
公
縁
起
」（
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
）
と
「
関
白
草
紙
」（
愛
知
・
正
法
寺
蔵
）
を
め
ぐ
る
一
考
察

〇
町
並
み

　
第
四
図
、
秀
次
の
妻
妾
ら
が
連
行
さ
れ
る
場
面
で
は
、
群
衆
と
と
も
に
町
中
の
描
写

が
な
さ
れ
る
【
図
９
】【
図
10
】。
両
本
と
も
に
、
白
地
に
黒
色
で
紋
様
を
描
い
た
暖
簾

の
か
か
る
二
階
建
て
の
建
物
が
並
び
、
そ
の
間
に
は
卯
建
が
配
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
片

土
間
で
廂
の
描
写
が
無
く
、
丈
の
短
い
水
引
暖
簾
な
ど
は
な
い
。
霞
や
金
雲
越
し
に
二

階
の
窓
が
見
え
、
開
放
さ
れ
て
室
内
の
畳
が
見
え
る
も
の
も
あ
る
。 

二
階
建
て
の
町

屋
描
写
は
第
二
定
型
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
頻
出
し
、
出
光
美
術
館
本
、
大
阪
市
立
美

術
館
本
、
神
戸
市
立
博
物
館
本
な
ど
が
両
絵
巻
と
近
似
す
る
。
二
階
建
て
町
屋
増
加
の

契
機
は
、
天
正
一
四
年
（
一
五
八
六
）
に
始
ま
る
豊
臣
秀
吉
の
京
都
改
造
計
画
に
あ

り
、
秀
吉
は
か
つ
て
平
安
京
の
大

内
裏
が
あ
っ
た
内
野
の
地
に
聚
楽

第
を
営
み
、
方
広
寺
を
造
営
、
寺

院
の
移
転
な
ど
洛
中
の
再
開
発
を

行
い
、
御
土
居
を
築
造
し
た
）
27
（

。
一

連
の
改
造
計
画
に
は
、
聚
楽
第
周

辺
を
は
じ
め
と
し
た
町
並
み
の
改

変
も
含
ま
れ
、
二
階
建
て
の
建
築

が
推
奨
さ
れ
た
。
二
つ
の
絵
巻
に

描
か
れ
た
町
並
み
は
洛
中
洛
外
図

屏
風
に
描
か
れ
る
そ
れ
を
活
用

し
た
も
の
と
見
做
せ
よ
う
）
28
（

。
但

し
、
両
絵
巻
の
画
面
に
は
特
定
の

場
を
示
す
目
印
は
な
く
、
詞
書
に

お
い
て
も
「
…
八
月
二
日
に
し
ゆ

ら
く
（
聚
楽
）
の
う
ち
を
ハ
物
す

こ
く
と
ひ
き
い
た
し
、
く
る
ま

に
う
ち
の
せ
、
ミ
や
こ
も
ろ
町
（
室
町
）
へ
は
な
さ
け
な
く
も
わ
た
さ
れ
け
る
（
以

下
略
）
」（
瑞
泉
寺
本
第
六
段
）
と
あ
る
だ
け
な
の
で
、
聚
楽
第
か
ら
室
町
通
り
を
通

り
、
三
条
河
原
へ
至
っ
た
と
い
う
ル
ー
ト
ま
で
し
か
想
定
で
き
な
い
）
29
（

。
描
か
れ
た
場
所

の
候
補
は
複
数
思
い
つ
く
と
こ
ろ
だ
が
、
可
能
性
と
し
て
聚
楽
第
周
辺
の
通
り
も
想
定

さ
れ
る
。
聚
楽
第
周
辺
の
景
観
を
描
い
た
作
例
の
う
ち
、
二
階
建
て
の
建
物
が
描
か
れ

た
も
の
と
し
て
、「
聚
楽
第
図
屏
風
」（
三
井
記
念
美
術
館
蔵
、
一
六
世
紀
）
や
「
御
所

参
内
・
聚
楽
第
行
幸
図
屏
風
」（
個
人
蔵
、
一
七
世
紀
以
降
か
）
が
あ
り
、
前
者
の
第

一
扇
下
部
に
は
「
ち
や
う
し
や
ま
ち
〈
長
者
町
〉
」
と
貼
紙
が
あ
り
、
下
長
者
町
通
を

描
く
。
後
者
は
、
行
幸
を
描
く
右
隻
に
中
立
売
通
を
、
参
内
を
描
く
左
隻
に
下
長
者
町

図７　八曲一隻本「洛中洛外図屏風」伏見城

図８　林原美術館本「洛中洛外図屏風」伏見城
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通
を
描
い
て
い
る
と
さ
れ
る
。
一
見
す
る
と
こ
れ
ら
の
作
例
に
描
か
れ
た
町
屋
描
写

と
も
両
絵
巻
の
そ
れ
と
は
近
似
す
る
印
象
を
受
け
る
が
、
玄
関
の
形
式
や
廂
の
有
無

な
ど
異
な
る
部
分
も
多
く
、
に
わ
か
に
は
断
じ
が
た
い
。「
御
所
参
内
・
聚
楽
第
図
屏

風
」
の
町
屋
描
写
に
つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
の
デ
ー
タ
と
照
合
す
る
と
桃
山
時
代
や

江
戸
時
代
初
期
の
景
観
と
は
認
め
が

た
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
30
（

。
現
時
点

で
は
、
両
本
に
見
ら
れ
る
第
四
図
の

二
階
建
て
の
町
並
み
に
つ
い
て
、
三

条
河
原
に
至
る
ル
ー
ト
中
の
洛
中

の
町
並
み
を
描
い
た
も
の
と
判
断 

し
て
お
き
た
い
。

〇
三
条
大
橋
・
三
条
河
原
・
畜
生
塚

　
瑞
泉
寺
本
【
図
11
】
と
正
法
寺
本

は
十
丈
四
方
と
い
う
大
き
さ
の
廟
所

の
建
立
で
完
結
す
る
が
、
画
面
に
は

四
角
錐
台
が
二
段
重
な
り
、
そ
の
上

に
石
造
り
の
祠
の
よ
う
な
も
の
が
描

か
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
そ
の
近

く
で
遊
び
、
三
条
大
橋
か
ら
人
々
が

こ
れ
を
眺
め
、
川
辺
で
は
魚
と
り
を

す
る
様
子
な
ど
が
描
か
れ
る
。
描
か

れ
た
橋
は
欄
干
を
も
つ
幅
の
広
い
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
に
秀
吉
に
よ
っ
て
架

け
ら
れ
た
石
柱
橋
と
判
断
さ
れ
る
）
31
（

。

　
こ
の
廟
所
（
い
わ
ゆ
る
「
畜
生

塚
」
）
を
描
く
洛
中
洛
外
図
屏
風
と
し
て
は
、
勝
興
寺
本
、
堺
市
博
物
館
本
、
萬
野
Ａ

本
（
萬
野
美
術
館
旧
蔵
）、
神
戸
市
立
博
物
館
本
、
尼
崎
市
教
育
委
員
会
本
、
舟
木
本
、

高
津
古
文
化
館
本
、
前
述
の
八
曲
一
隻
本
、
個
人
蔵
の
八
曲
一
双
本
で
あ
る
。
描
か
れ

方
は
数
種
類
あ
り
、
両
絵
巻
の
描
写
と
最
も
近
似
す
る
の
が
堺
市
博
物
館
本
で
、
二
重

図９　瑞泉寺本　第四図

図10　正法寺本　第四図
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「
秀
次
公
縁
起
」（
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
）
と
「
関
白
草
紙
」（
愛
知
・
正
法
寺
蔵
）
を
め
ぐ
る
一
考
察

の
四
角
錐
台
の
上
に
石
造
り
の
祠
が
置
か
れ
る
【
図
12
】。
八
曲
一
隻
本
で
は
同
様
の

形
態
で
あ
る
が
、
そ
の
規
模
は
か
な
り
小
さ
く
な
る
。
舟
木
本
や
尼
崎
市
教
育
委
員
会

本
で
は
基
壇
部
分
が
緑
色
の
築
山
と
な
り
、
そ
の
上
に
祠
が
置
か
れ
る
。
ま
た
祠
は
無

い
も
の
の
、
二
重
の
四
角
錐
台
だ
け
を
描
く
も
の
と
し
て
高
津
古
文
化
館
本
が
あ
る
。

そ
し
て
、
祠
が
な
く
な
り
、
緑
色
の
丸
い
築
山
だ
け
と
な
る
の
が
、
勝
興
寺
本
、
萬
野

美
術
館
Ａ
本
、
神
戸
市
立
博
物
館
本
で
あ
る
。
例
外
的
に
基
壇
の
層
が
一
つ
増
え
る
も

の
と
し
て
個
人
蔵
の
八
曲
一
双
本
を
挙
げ
て
お
こ
う
）
32
（

。
描
出
の
違
い
は
諸
本
そ
れ
ぞ
れ

が
抱
え
る
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
）
33
（

。

な
お
、
こ
の
廟
所
（
多
和
文
庫
本
で
は
「
び
や
う
」
）
は
、
第

二
類
の
『
関
白
殿
物
語
』
で
「
畜
生
塚
」
と
し
て
呼
ば
れ
、
そ
の

由
来
が
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、『
川
角
太
閤
記
』
に
も
「
畜
生
塚
」

の
名
称
が
登
場
し
、
そ
の
名
称
が
定
着
し
て
い
く
。

以
上
、
瑞
泉
寺
本
、
正
法
寺
本
に
見
ら
れ
る
特
定
の
「
場
」
と

同
時
代
の
作
品
に
描
か
れ
た
場
を
簡
単
で
は
あ
る
が
検
討
し
た
。

伏
見
城
と
二
階
建
て
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
特
定
を
明
示
す
る
要

素
に
欠
け
る
部
分
も
あ
る
が
、
多
少
な
り
と
も
そ
の
場
所
を
意
識

し
て
描
か
れ
て
い
る
可
能
性
が
看
取
さ
れ
た
。
廟
所
（
畜
生
塚
）

の
描
写
に
つ
い
て
は
、
詞
書
に
忠
実
で
、
か
つ
洛
中
洛
外
図
諸
本

に
お
い
て
も
、
豊
臣
家
と
の
関
係
が
深
い
作
例
で
あ
る
堺
市
物
館

本
や
八
曲
一
隻
本
の
描
写
と
近
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

お
わ
り
に
―
「
秀
次
公
縁
起
」
と
「
関
白
草
紙
」
の
意
図

　
本
稿
で
は
「
秀
次
事
件
」
を
主
題
と
す
る
二
つ
の
絵
巻
作
例
「
秀

次
公
縁
起
」
と
「
関
白
草
紙
」
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
学
や

文
学
な
ど
の
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
検
討
を
行
っ
た
。

　
両
本
の
画
風
に
つ
い
て
は
、
瑞
泉
寺
本
が
狩
野
光
信
の
画
風
に
つ
い
て
知
り
得
る
絵

師
が
想
定
さ
れ
、
正
法
寺
本
は
細
部
へ
の
細
や
か
な
表
現
を
示
す
こ
と
か
ら
相
応
の
実

力
を
持
っ
た
絵
師
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
各
段
に
描
か
れ
た
場
所
に
注
目
し
た
と
こ
ろ
、
単
な
る
添
景
と
し
て
の
環

境
描
写
で
は
な
く
、
伏
見
城
や
三
条
大
橋
、
畜
生
塚
な
ど
、
秀
次
、
そ
し
て
秀
吉
と
豊

臣
家
に
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
を
具
体
的
な
特
徴
を
持
た
せ
て
描
出
を
試
み
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
た
だ
し
、
二
階
建
て
の
町
屋
描
写
に
つ
い
て
は
候
補
と
な
る
場
所
が
複

数
あ
る
た
め
、
場
所
の
比
定
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

図11　瑞泉寺本　第七図　廟所

図12　堺市博物館本「洛中洛外図屏風」畜生塚



― 12 ―

　
三
条
大
橋
と
三
条
河
原
は
、
瑞
泉
寺
本
・
正
法
寺
本
の
第
六
図
と
第
七
図
と
連
続
し

て
二
度
も
登
場
し
、
し
か
も
そ
の
構
図
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
処
刑
の
場
面
で
あ
る
か
廟
所

で
あ
る
か
と
い
う
違
い
だ
け
で
あ
る
。
同
じ
構
図
の
繰
り
返
し
に
よ
る
観
者
へ
の
印
象

付
け
は
古
い
例
で
は
「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
寺

社
の
創
建
譚
を
描
く
こ
と
の
多
い
縁
起
絵
巻
に
お
い
て
、
最
終
段
を
主
題
と
な
る
寺
社

の
境
内
と
い
っ
た
「
場
」
の
描
出
で
閉
じ
る
と
い
う
構
成
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の

だ
が
、「
秀
次
物
語
絵
巻
」
を
手
が
け
た
絵
師
も
ま
た
こ
の
絵
巻
の
常
套
手
段
を
知
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
類
の
物
語
を
視
覚
化
す
る
に
当
た
り
、
絵
師
は
そ
の
最
も

重
要
な
企
図
を
理
解
し
、
そ
れ
を
第
六
図
と
第
七
図
で
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
秀
次
と

そ
の
家
族
の
追
善
、
悲
劇
の
記
憶
を
留
め
る
場
所
と
し
て
の
「
廟
所
」
の
由
来
を
語
る

こ
と
こ
そ
、「
秀
次
物
語
絵
巻
」
の
眼
目
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
相
応
し
い
画
面
、
す

な
わ
ち
巨
大
な
廟
所
の
描
写
で
絵
巻
は
完
結
す
る
。
全
体
を
通
じ
、
絵
巻
内
で
は
秀
次

を
悪
人
に
仕
立
て
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
犠
牲
と
な
っ
た
彼
ら
に
寄
り
添
い
、
ま

た
秀
吉
の
心
情
に
も
深
入
り
せ
ず
、
出
来
事
を
淡
々
と
扱
う
。
そ
れ
は
、
第
二
類
以
降

の
文
献
に
は
み
ら
れ
な
い
、
第
一
類
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
内
容
と
企
図
を
有
す
第
一
類
は
一
体
い
つ
頃
編
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
両
本
の
詞
書
と
絵
、
そ
し
て
多
和
文
庫
本
に
も
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
に
創

建
さ
れ
る
瑞
泉
寺
が
登
場
し
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
下
限
は
慶
長
十
六
年
と
ま
ず
は
定

め
ら
れ
る
。
一
六
〇
〇
年
前
後
に
は
、
第
二
類
の
『
関
白
殿
物
語
』
や
第
三
類
の
『
大

か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
第
一
類
の
成
立
は
一
五
九
五
年

の
事
件
直
後
か
ら
一
六
一
一
年
く
ら
い
ま
で
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
瑞
泉
寺

本
、
正
法
寺
本
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
画
風
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
も
、
瑞
泉
寺
本

は
テ
キ
ス
ト
が
編
纂
さ
れ
た
頃
と
近
い
時
期
の
十
七
世
紀
初
頭
と
し
、
正
法
寺
本
も
さ

ほ
ど
時
間
を
置
か
ず
、
一
七
世
紀
前
半
頃
ま
で
の
制
作
と
し
て
お
き
た
い
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
テ
キ
ス
ト
部
分
の
検
討
や
、
特
定
の
場
の
描
出
に
関
す
る
史

資
料
の
博
捜
、
狩
野
光
信
や
そ
の
周
辺
の
作
品
と
の
比
較
考
察
、
そ
し
て
何
よ
り
も

「
秀
次
物
語
絵
巻
」
の
制
作
契
機
の
検
討
と
い
っ
た
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も

引
き
続
き
、
両
本
の
検
討
を
進
め
、
桃
山
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
絵
巻
制
作
の

生
成
と
享
受
の
実
態
と
「
絵
巻
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
変
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

註
（
１
）　
室
町
絵
巻
を
め
ぐ
る
近
年
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
島
尾
新
責
任
編
集
『
日
本

美
術
全
集
九
―
水
墨
画
と
や
ま
と
絵
』（
小
学
館
、
二
〇
一
四
年
）、
髙
岸
輝
・
黒
田
智

『
天
皇
の
美
術
史
三
―
乱
世
の
王
権
と
美
術
戦
略
（
室
町
・
戦
国
時
代
）
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
七
年
）、
並
木
誠
士
『
日
本
絵
画
の
転
換
点 

酒
飯
論
絵
巻
―
「
絵
巻
」
の
時
代

か
ら
「
風
俗
画
」
の
時
代
へ
』（
昭
和
堂
、
二
〇
一
七
年
）
等
を
参
照
。

（
２
）　
龍
澤
彩
『
絵
巻
で
読
む
源
氏
物
語
―
毛
利
博
物
館
所
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
』（
三

弥
井
書
店
、
二
〇
一
七
年
）、
三
宅
秀
和
「
狩
野
派
、
屏
風
に
描
か
れ
た
源
氏
物
語
」『
國

文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
七
六
一
、二
〇
〇
七
年
一
月
、
三
宅
秀
和
「
狩
野
光
信
様

式
の
展
開
と
歴
史
的
位
置
づ
け
に
関
す
る
研
究
―
甲
子
園
学
院
所
蔵
源
氏
物
語
絵
巻
を

中
心
に
―
」『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
別
冊
』
二
六
、二
〇
〇
九
年
、
三
宅
秀
和
「
狩
野
光

信
様
式
と
源
氏
絵
」『
源
氏
絵
集
成
（
研
究
篇
）
』（
藝
華
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
他
参
照
。

（
３
）　「
秀
次
事
件
」
の
呼
称
は
適
切
で
は
な
い
指
摘
と
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
絵
巻
の

内
容
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
、
一
般
的
な
呼
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
播
磨
良
紀

「
「
秀
次
事
件
」
と
妻
妾
の
辞
世
の
和
歌
」『
中
京
国
文
学
』
三
三
、二
〇
一
四
年
三
月
参
照
。

（
４
）　
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史
資
料
編
十
三
　
織
豊
三
』（
二
〇
一
一
年
）

に
事
件
に
関
す
る
同
時
代
史
料
や
後
世
の
記
録
資
料
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
同
書
の
付

録
に
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
京
都
・
瑞
泉
寺
所
蔵
の
「
秀
次
公
縁
起
」
と
愛
知
・
正

法
寺
所
蔵
の
「
関
白
草
紙
」
の
図
版
が
全
巻
掲
載
さ
れ
、
詞
書
の
翻
刻
、
さ
ら
に
両
本

の
解
説
を
掲
載
す
る
。
以
下
、『
愛
知
県
史
』
付
録
の
略
称
を
用
い
る
。

（
５
）　
矢
部
健
太
郎
『
関
白
秀
次
の
切
腹
』（K

A
D
O
K
A
W
A

、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

そ
の
他
「
秀
次
事
件
」
に
言
及
す
る
主
な
文
献
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
宮
本

義
己
「
豊
臣
政
権
に
お
け
る
太
閤
と
関
白
―
豊
臣
秀
次
事
件
の
真
因
を
め
ぐ
っ
て
―
」

『
國
學
院
雑
誌
』
八
九
（
一
一
）、
一
九
八
八
年
一
一
月
、
小
林
千
草
『
太
閤
秀
吉
と
秀

次
謀
反
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
六
年
）、
小
和
田
哲
男
『
豊
臣
秀
次
―
「
殺
生
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「
秀
次
公
縁
起
」（
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
）
と
「
関
白
草
紙
」（
愛
知
・
正
法
寺
蔵
）
を
め
ぐ
る
一
考
察

関
白
」
の
悲
劇
』（P

H
P

研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）
藤
田
恒
春
『
豊
臣
秀
次
の
研
究
』（
名

著
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）、
藤
田
恒
春
『
豊
臣
秀
次
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）、

金
子
拓
「
秀
次
事
件
の
真
相
（
実
像
編
）
」（
堀
新
・
井
上
泰
至
編
『
秀
吉
の
虚
像
と
実

像
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
）

（
６
）　
藤
田
二
〇
一
五
、一
八
二
―
一
八
四
頁
。

（
７
）　
物
語
に
お
け
る
秀
次
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
藤
田
恒
道
氏
や
丸
井
貴
史
氏
に
よ
っ

て
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
藤
田
二
〇
一
五
、
丸
井
貴
史
「
秀
次
事
件

の
真
相
（
虚
像
編
）
」（
堀
・
井
上
二
〇
一
六
文
献
に
収
載
）
参
照
。

（
８
）　
松
原
一
義
「
多
和
文
庫
蔵
『
秀
次
も
の
語
』
の
翻
刻
」『
国
文
学
攷
』

一
一
〇
、一
九
八
六
年
六
月

（
９
）
）　
播
磨
二
〇
一
四

（
10
）　
菊
地
真
一
「
『
聚
楽
物
語
』
の
諸
本
」『
近
世
初
期
文
芸
』
二
二
、二
〇
〇
五
年
一
二
月

（
11
）　
当
該
部
分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
句
読
点
は
適
宜
補
っ
た
。

　
　『
秀
次
も
の
語
』

　
　
　
か
さ
ね
て
わ
か
き
み
た
ち
の
御
し
が
い
、
一
所
に
と
り
を
き
て
、
十
ぢ
や
う
四
は
う

に
び
や
う
を
つ
き
、
石
た
う
を
た
て
を
け
は
、
な
の
み
は
か
り
そ
こ
の
り
け
り
。
…
（
以

下
略
）

　
　「
秀
次
公
縁
起
」
第
八
段

　
　
　
そ
の
う
ち
卅
六
人
の
女
は
う
た
ち
、
わ
か
君
た
ち
の
御
し
か
ひ
を
ひ
と
つ
所
に
と

り
お
き
て
、
十
じ
や
う
四
方
の
び
や
う
し
よ
を
つ
き
、
た
う
を
た
て
お
か
れ
け
る
、
名

の
ミ
ハ
か
り
そ
の
こ
り
け
る
、
…
（
以
下
略
）

　
　「
関
白
草
紙
」
第
八
段

　
　
　
そ
の
う
ち
三
十
六
人
の
女
は
う
た
ち
、
わ
か
き
み
た
ち
の
し
が
い
を
ひ
と
つ
と
こ

ろ
に
と
り
を
き
て
、
十
ぢ
や
う
よ
は
う
の
び
ょ
う
し
よ
を
つ
き
、
た
う
を
た
て
を
か
れ

け
る
、
名
の
ミ
は
か
り
そ
の
こ
り
け
る
、
…
（
以
下
略
）

　
　
　
こ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
同
一
内
容
で
あ
っ
て
も
表
記
に
違
い
が
あ
る
。
掲
出
箇
所
に
お

い
て
「
秀
次
公
縁
起
」
と
「
関
白
草
紙
」
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
異
な
る
部
分
も
あ
る
。

（
12
）　
播
磨
二
〇
一
四

（
13
）　
播
磨
良
紀
「
（
史
料
紹
介
）『
関
白
殿
物
語
』（
上
・
下
）
」『
愛
知
県
史
研
究
』

一
六
・
一
七
、二
〇
一
二
年
三
月
・
二
〇
一
三
年
三
月

（
14
）　
矢
部
健
太
郎
「
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
の
執
筆
目
的
と
秀
次
事
件
」（
金

子
拓
編
『
『
信
長
記
』
と
信
長
・
秀
吉
の
時
代
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、
小
林
千

草
『
『
大
か
う
さ
ま
ぐ
ん
き
』
を
読
む
―
太
田
牛
一
の
深
層
心
理
と
文
章
構
造
』（
東
海

大
学
出
版
部
、
二
〇
一
七
年
）

（
15
）　
黒
田
智
「
豊
臣
秀
次
・
妻
子
像
を
読
み
解
く
」『
文
学
』（
岩
波
書
店
）
一
〇
（
五
）、

二
〇
〇
九
年
九
・
十
月
参
照
。
ま
た
、
京
都
・
地
蔵
院
に
は
単
独
像
の
「
豊
臣
秀
次
像
」

が
伝
来
す
る
。
藤
田
恒
春
二
〇
一
五
、二
一
九
―
二
二
一
頁
参
照
。

（
16
）　
寺
史
に
つ
い
て
は
中
川
龍
晃
『
豊
臣
秀
次
公
一
族
と
瑞
泉
寺
』（
慈
舟
山
瑞
泉
寺
発

行
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。「
瑞
泉
寺
縁
起
」
の
図
版
は
大
阪
市
立
美
術

館
他
編
『
秀
吉
展
―
黄
金
と
侘
び
』
一
九
九
六
年
、
山
梨
県
立
博
物
館
編
『
水
の
国
や

ま
な
し
―
信
玄
堤
と
甲
斐
の
人
々
―
』
二
〇
一
三
年
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）　「
関
白
草
紙
」
は
、
明
治
天
皇
の
叡
覧
に
も
供
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
調
査

時
に
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
伝
来
に
つ
い
て
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
18
）　
正
法
寺
本
に
つ
い
て
は
、『
愛
知
県
史
』
刊
行
以
前
に
藤
田
恒
春
氏
に
よ
る
翻
刻
と

考
察
が
藤
田
二
〇
〇
三
で
行
わ
れ
、
実
録
風
絵
巻
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
19
）　
以
降
、
本
稿
で
は
、「
秀
次
物
語
絵
巻
」
と
呼
称
す
る
と
き
、
第
一
類
を
絵
画
化
し

た
瑞
泉
寺
本
と
正
法
寺
本
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

（
20
）　
作
例
を
挙
げ
れ
ば
「
児
今
参
り
（
ち
ご
い
ま
）
」（
岩
瀬
文
庫
蔵
、
江
戸
時
代
前
期
）

や
「
天
狗
の
内
裏
」（
個
人
蔵
、
室
町
時
代
末
期
）、「
え
ん
が
く
」（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
、

江
戸
時
代
中
期
）
な
ど
に
す
や
り
霞
と
金
雲
の
併
用
が
確
認
さ
れ
る
。

（
21
）　
狩
野
派
絵
巻
に
お
け
る
す
や
り
霞
の
特
性
に
つ
い
て
は
並
木
誠
士
「
釈
迦
堂
縁
起

の
画
面
構
成
に
つ
い
て : 

狩
野
元
信
研
究
」『
美
学
』
四
三
（
一
）、
一
九
九
二
年
六
月

を
参
照
。

（
22
）　
瑞
泉
寺
本
第
七
図
に
描
か
れ
る
馬
に
乗
っ
た
女
性
の
面
貌
は
、
下
膨
れ
の
長
い
顎

を
持
ち
、
岩
佐
又
兵
衛
風
の
表
現
で
あ
る
。
瑞
泉
寺
本
の
絵
師
の
雑
多
な
造
形
語
彙
を

示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
23
）　
現
存
す
る
肖
像
画
や
肖
像
彫
刻
と
正
法
寺
本
の
木
食
応
其
の
面
貌
を
比
較
し
た
が
、

近
し
い
も
の
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
正
法
寺
本
で
木
食
応
其
が
重
要
人
物
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
印
象
付
け
る
た
め
に
、
丁
寧
に
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。
木
食
応
其
に
つ
い
て

は
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
『
没
後
四
〇
〇
年
木
食
応
其
―
秀
吉
か
ら
高
野
山
を
救
っ
た

僧
―
』
二
〇
〇
八
年
参
照
。

（
24
）　
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
正
法
寺
本
第
六
図
の
妻
子
ら
の
処
刑
場
面
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が
あ
る
。
瑞
泉
寺
本
で
は
詞
書
に
従
っ
て
、
妻
子
ら
の
正
面
に
据
え
ら
れ
て
い
た
秀
次

の
首
が
、
画
面
中
央
に
移
動
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。『
愛
知
県
史
』
付
録
の
解
説
を
参
照
。

（
25
）　
正
法
寺
本
に
は
、
小
姓
ら
し
き
若
い
男
性
が
描
か
れ
る
が
こ
の
人
物
は
定
か
で
は
な

い
。
詞
書
に
は
「
若
君
を
先
に
た
て
」
と
あ
る
の
で
、
秀
次
の
子
・
仙
千
代
丸
か
と
予
想

さ
れ
る
が
、
年
齢
は
五
歳
程
度
の
は
ず
な
の
で
、
幼
児
の
描
写
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
26
）　
描
か
れ
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
確
認
は
、
京
都
国
立
博
物
館
編
『
洛
中
洛
外
図
：
都

の
形
象
―
洛
中
洛
外
の
世
界
』（
淡
交
社
、
一
九
九
七
年
）、
伏
谷
優
子
「
聚
楽
第
と
聚

楽
第
行
幸
が
描
か
れ
た
洛
中
洛
外
図
に
つ
い
て
―
尼
崎
本
洛
中
洛
外
図
の
概
要
と
構
図

の
検
討
―
」（
笠
井
昌
昭
編
『
文
化
史
学
の
挑
戦
』
同
朋
舎
、
二
〇
〇
五
年
）、
京
都
文

化
博
物
館
編
『
京
を
描
く
―
洛
中
洛
外
図
の
時
代
』
二
〇
一
五
年
等
を
参
照
し
た
。
各

本
の
呼
称
は
京
都
国
立
博
物
館
一
九
九
七
に
拠
る
。
八
曲
一
隻
本
に
つ
い
て
は
、
名
古

屋
市
博
物
館
編
『
変
革
の
と
き
　
桃
山
』
二
〇
一
〇
年
、
津
田
卓
子
「
八
曲
一
隻  

洛

中
洛
外
図
屏
風
に
つ
い
て
」『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
三
四
、二
〇
一
一
年
、
マ

シ
ュ
ー
・
マ
ッ
ケ
ェ
ル
ウ
ェ
イ
「
新
出
八
曲
一
隻
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
つ
い
て
」『
國
華
』

一
四
〇
五
、二
〇
一
二
年
一
一
月
、
松
島
仁
「
豊
臣
、
そ
の
失
わ
れ
た
風
景
を
求
め
て
」、

マ
シ
ュ
ー
・
マ
ッ
ケ
ル
ウ
ェ
イ
「
太
閤
時
代
を
偲
ぶ
屏
風
　
進
出
八
曲
一
隻
洛
中
洛
外

図
屏
風
」（
と
も
に
『
聚
美
一
一
：
特
集
　
豊
臣
の
風
景
と
洛
中
洛
外
図
』、
二
〇
一
四

年
四
月
）
を
参
照
。

（
27
）　
谷
直
樹
「
京
の
町
並
み
」（
『
近
世
風
俗
図
譜
三
―
洛
中
洛
外
（
一
）
』
小
学
館
、

一
九
八
三
年
）

（
28
）　
描
か
れ
た
暖
簾
か
ら
特
定
の
店
や
町
並
み
を
描
い
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
証

し
た
が
、
瑞
泉
寺
本
に
描
か
れ
る
丸
に
大
の
字
、
百
足
、
富
士
山
、
正
法
寺
本
に
見
ら

れ
る
百
足
、
花
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
紋
様
、
富
士
山
、
竹
に
虎
は
一
般
的
な
図
様
の
た

め
、
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
暖
簾
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

谷
峯
蔵
『
暖
簾
考
』（
一
九
七
九
年
）、
谷
峯
蔵
『
日
本
屋
外
広
告
史
』（
岩
崎
美
術
社
、

一
九
八
九
年
）、
小
泉
和
子
「
と
ば
り
か
ら
暖
簾
へ
」（
『
室
内
と
家
具
の
歴
史
』
中
央

公
論
社
、
一
九
九
五
年
）、
斉
藤
研
一
「
描
か
れ
た
暖
簾
、
看
板
、
そ
し
て
井
戸
―
初

期
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
図
様
」（
勝
俣
鎮
夫
編
『
中
世
人
の
生
活
世
界
』
山
川
出
版
社
、

一
九
九
六
年
）、
小
川
慧
里
子
「
第
二
定
型
林
原
家
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
描
か
れ
た
布

帛
類
に
つ
い
て
の
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
黒
田
日
出
男
『
第
二
定
型
洛
中
洛
外
図
屏

風
の
総
合
的
研
究
』（
平
成
一
四
―
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）

（
１
）
研
究
成
果
報
告
書
）
二
〇
〇
五
年
）

（
29
）　
藤
田
二
〇
一
五
で
は
、
上
宮
寺
文
書
に
あ
る
「
関
白
御
手
懸
衆
車
注
文
」
を
検
討
し
、

「
一
条
よ
り
京
の
町
々
を
ひ
き
ま
わ
し
、
三
条
の
川
原
に
て
御
成
敗
（
以
下
略
）
」
の
記

述
か
ら
、
妻
子
ら
を
乗
せ
た
車
が
一
条
（
聚
楽
第
）
よ
り
洛
中
を
東
へ
向
け
、
三
条
河

原
ま
で
送
ら
れ
た
と
す
る
。

（
30
）　
山
本
雅
和
「
聚
楽
第
の
遺
跡
と
絵
画
資
料
」（
仁
木
宏
編
『
日
本
古
代
・
中
世
都
市
論
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）

（
31
）　
河
内
将
芳
「
三
条
橋
、
そ
し
て
秀
次
と
妻
子
の
塚
」『
本
郷
』
一
二
二
、
二
〇
一
六

年
三
月
、
河
内
将
芳
『
落
日
の
豊
臣
政
権
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）

（
32
）　
個
人
蔵
の
八
曲
一
双
本
に
は
瑞
泉
寺
も
描
か
れ
る
。
狩
野
博
幸
『
秀
吉
の
御
所
参

内
・
聚
楽
第
行
幸
図
屏
風
』（
青
幻
舎
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
33
）
堺
市
博
物
館
本
は
全
体
で
豊
臣
家
の
勢
力
が
健
在
で
あ
っ
た
慶
長
後
期
の
京
都
を
あ

ら
わ
し
、
ま
た
八
曲
一
隻
本
も
豊
臣
政
権
を
強
調
す
る
要
素
を
持
つ
洛
中
洛
外
図
屏
風

と
な
っ
て
い
る
。
前
掲
註
26
の
関
連
論
文
参
照
。

【
図
版
出
典
】

図
３
、
５
、
６
、
９
、
10
：
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史
資
料
編
十
三
　
織

豊
三
』（
二
〇
一
一
年
）

図
７
：『
聚
美
一
一
：
特
集
　
豊
臣
の
風
景
と
洛
中
洛
外
図
』（
聚
美
社
、
二
〇
一
四
年

四
月
）

図
８
：
川
島
將
生
・
辻
惟
雄
編
『
近
世
風
俗
図
譜
　
四
　
洛
中
洛
外
（
二
）
』（
小
学
館
、

一
九
八
三
年
）

図
11
、
12
：
京
都
国
立
博
物
館
編
『
洛
中
洛
外
図 : 

都
の
形
象
―
洛
中
洛
外
の
世
界
』

（
淡
交
社
、
一
九
九
七
年
）
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「
秀
次
公
縁
起
」（
京
都
・
瑞
泉
寺
蔵
）
と
「
関
白
草
紙
」（
愛
知
・
正
法
寺
蔵
）
を
め
ぐ
る
一
考
察

【
付
記
】

貴
重
な
御
重
宝
の
調
査
や
画
像
の
掲
載
に
御
芳
情
を
賜
り
ま
し
た
瑞
泉
寺
名
誉
住
職

中
川
龍
晃
様
、
御
住
職
中
川
龍
学
様
な
ら
び
に
正
法
寺
御
住
職
多
田
尚
史
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
研
究
に
際
し
ま
し
て
は
京
都
国
立
博
物
館
の
井
並
林

太
郎
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
貴
重
な
御
教
示
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

本
稿
は
、
文
部
科
学
省 

科
学
研
究
費
助
成
事
業 

若
手
研
究
（
Ｂ
）
平
成
二
八
―

三
一
年
度
「
室
町
後
期
か
ら
江
戸
初
期
に
お
け
る
絵
巻
作
例
の
基
礎
的
研
究
」（
Ｊ
Ｓ

Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
一
六
Ｋ
一
六
七
二
六
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。
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